
平成２０年度日本物理療法学会定期総会 議事録 
 

5.Oct.2008 Kochi  
１．会長挨拶 
 
２．事務局報告 

 
報告事項 
１．会員動向（平成２０年９月３０日 現在）（内田事務局長） 

  ＜一般会員＞   ３２６名 
平成２０年度分納入者 １０４名（新入会16名含） 
平成１９年度分納入者 １６０名 
平成１８年度分納入者 １６３名 
平成１７年度分納入者 １８６名         
 
平成２０年度 総振込口数  133口（複数年分振込 17名を含む）   
              予算案上 204口（複数口入金含） 

  ＜学生会員＞    ６名 
 ＜賛助会員＞    ７社 

    平成２０度分納入会社  ７社（そのうち2社が２口振込） 

・会費納入の督促を年度末に郵送する予定。未納の方が周りにいるようであれば、声をか

けてください。会員の未納者の取り扱いについては、退会手続きをとらないような形をと

っている。（川村会長） 

 

 
審議事項 
１．平成１９年度決算（別紙‐1 参照） 

・監事欠席にて、事務局で一任をされたので、事務局長内田から報告。 

・H20年4月18日神奈川県立保健福祉大学にて監査を執行した。H19年度 物理療法学会の会

計監査の結果、帳簿の記載・収支決算書は適正であることを認めるという報告であった。 

・事業収入として13350円と少ない金額になっているが、機関誌原稿依頼がH20年度に行っ

たため、広告などの収入が入っていないためである。 

→ 承認された。 

    
２．平成２０年度予算案・事業案 

① 予算案について（H20年4月17日作成） 

・会費収入が昨年度より少ない可能性を見込んで予算立てをした。 

・支出として、学術大会に関して40万円、多施設共同研究のカメラ購入にて15万円、調査

協力費として10万円、予備費として10万円と計上した。 

→ 承認された。 



 

 

    ② 賛助会員の年会費 および 定款の改正について（別紙‐2 参照） 

＜賛助会員の年会費について＞ 

・賛助会員の年会費の変更・明文化を行った。 

（新）正会員：4,000円   学生会員：2,000円 
 賛助会員：A会員 150,000円，B会員 100,000円，C会員 60,000円，D会員 30000円 
 ※会員区分に応じて，広告掲載および学術大会展示への入場者数を規定する．なお，賛

助会員は区分に関わらず学会 HPに掲載（リンク）する． 
  A会員：広告は裏表紙，表紙裏，裏表紙裏の順に掲載，学術大会展示にて入場制限なし．   

B会員：広告は記事中 1頁に掲載，学術大会展示にて入場制限なし． 
 C会員：広告は記事中 1/2頁に掲載，学術大会展示にて入場制限あり（2名のみ無料）． 
   広告は，別途 10,000円追加で記事中 1頁に変更可． 

D会員：広告掲載は別費用，学術大会展示にて入場制限あり（1名のみ無料）． 
   広告は，1頁 60,000円，1/2頁 40,000円，1/4頁 30,000円． 

＜定款の改正について＞ 
第 4条 
（旧）4．賛助会員：本会の目的に賛同し事業を賛助するため，会費年額 1口以上を納める

者 
（新）4．賛助会員：当学会の運営維持を目的に経済的支援を行う個人または団体で，規定

の年会費を納める者 
第 9条 
（旧）本会の会長，副会長，事務局長，評議員幹事は評議員の中から評議員会の議決によ

って決定される．  
（新）本会の会長，副会長，相談役，事務局長，評議員監事は評議員の中から評議員会の

互選によって決定される．  
・評議委員会の中で、互選されるものであるので、文章を修正する必要があるのではない

か。（日高先生） 
→（最終）本会の会長，副会長，相談役，事務局長，評議員監事は評議員会にて，評議員

の中から互選によって決定される．  
→ 承認された。 
 

    ③ 多施設共同研究の途中経過について 

・Web カメラ・マイクを 8台購入した。えにわ病院 石田和宏先生(北海道)／本庄総合病 

院 竹内伸行先生(埼玉)／京都大学医学部附属病院 南角 学先生(京都)／広島市総合リハビ

リテーションセンター 甲田宗嗣先生 (広島)／事務局４台とした。 

・多施設間での同時進行での会議が可能かどうか試運転を 3回実施した。（9/18～10/1）音声の

途切れなどあったが、実施可能であった。 

・臨床現場での配慮を行いながら、少しずつであるが、進めていきたい。そして、次回の保険点

数の改定（2011 年 3 月）の際に厚生労働省へ物理療法の効果についての資料を提出できるよう

にしたい（川村会長） 

→ 承認された。 

 

３．平成２１年度事業計画 
 ①日本物理療法学会学術集会２００９について 

  大会長 日高 正巳先生（兵庫医療大学）  



・テーマ 「物理療法技術の継承」 (http://jspt17.umin.jp) 
・日程 H20年 10月 3日（土）～4日（日）  
 時間については、演題数や講演内容によって決めていく。 

  ・会場 兵庫医療大学  
・評議員会にて、経験年数の若い人が参加できるようなセミナーを検討していく必要があ

るのではないかという提案があったが、その点については、検討中である。 
・参加者が集まりやすいセミナーを含め、かつ学術大会の枠から外れないようにして欲し

い。（川村会長）  
→ 承認された。 
→後日、第44回全国学術研修大会と重なっていることが確認され、日程を10月17日（土）～18

日（日）に変更となった。 

 
４．その他  

①評議員任期満了に伴う評議委員選挙について 

・事前時HP上で立候補者を公募した結果、19名が立候補届を提出し、この19名の立候補届

と立候補名簿に相違がないことを確認した。（滝本選挙管理委員） 

→ 次期役員として選出された。 

 

文責：髙木 

 

 

 


